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内容の要旨および審査の結果の要旨
種々の悪性腫瘍において腫瘍の細胞増殖活性に関する指標は治療法の決定や予後の推定に有用な因子と
されているが，悪性黒色腫における細胞増殖活性と予後の関係に関する情報はまだ少ない。本研究では
bromodeoxyuridine（BrdU）標識率，Ki-67陽性率およびDNApolymerasea（Polα）陽性率を指
標として，黒色腫の増殖活性の指標と従来本腫瘍の重要な組織学的予後因子とされてきた腫瘍の浸潤レベ
ルおよび厚さとの関係を検討した。さらに，これらの指標と予後との関連も検討した。対象は原発性皮膚
悪性黒色瞳39例で，その内訳は悪性黒子型黒色腫（ＬＭＭ）２例，表在拡大型黒色腫（SSM）７例，末端
部黒子型黒色臆（ALM）１８例，緒節型黒色腫（ＮＭ）１２例である。なお，ＬＭＭは症例数が少ないので生
存率の解析対象のみに用いた。また比較のため母斑細胞母斑14例についても検索した。成績の要約は次の
とおりである。
1）BrdU標識率，Ki-67陽性率およびPOIα陽性率の平均値はいずれも黒色腫と母斑の間で大差があり，
黒色瞳は母斑の30～50倍高い増殖活性を示した。
2）黒色瞳の浸潤レベルがより深くなるほど３種の指標値はより高くなり，レベルⅣ，Ｖ群におけるKi-67
陽性率とＰｏｌα陽性率の値はレベルⅡ・Ⅲ群の対応値より有意に高かった。
3）腫瘍の厚さがより厚くなるほど３種の指標値はより高くなり，腫瘍の厚さと３種の指標値の間には正
の相関が認められた。また，Ki-67陽性率とPolα陽性率の値は厚さ1.5mm未満の群および１５～4.0ｍの
群より４ｍを超える群において有意に高かった。
4）３種の指標値はいずれも所属リンパ節転移の無い群よりもそれを有する群において高く，Ki-67陽性
率とＰｏｌα陽性率に関する両群間の差は統計的に有意であった。
5）生存率との関係については，３種の指標について対象例を低値群，中等値群，高値群の３群に分け，
Kaplan-Meier生存率曲線を求めて比較した結果，Ki-67陽性率とPOIα陽性率の低値群の生存率は対
応する高値群の生存率より有意に高いことが示された。
本論文は，原発性黒色腫におけるKi-67陽性率とPOIα陽性率が従来重要な予後因子とされてきた腫瘍
の厚さおよび浸潤レベルと相関することを示し，また黒色腫の予後推定の有用なマーカーとなり得ること
を示唆した点で,価値ある論文と評価された。
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